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昭和薬科大学　薬剤学研究室

宇都口直樹

1. は じ め に

昭和薬科大学は，1930年に設立された「昭和女子薬学
専門学校」に始まる。戦災による校舎（目黒）の焼失に
見舞われたが，学生，教員，父母らが一致協力して学園
を盛り上げてきたことが今日の礎となっている。その
後，長きにわたり世田谷にキャンパスがあり，1990年
には町田キャンパスへ移転し，現在に至る。学部は6年
制で1学年の定員は240人であり，私立薬系大学の中で
は中規模の単科大学である。大学院は修士課程，博士課
程であり，最近は社会人大学院生が増加している。

2. 薬剤学研究室について

薬剤学研究室としては，日本香粧品学会の創設とその
発展にご尽力された松本光雄先生（現・昭和薬科大学名
誉教授）が初代教授として主宰され，その後，渡邊善照
先生（現・東北医科薬科大学教授，昭和薬科大学名誉教
授）が2代目教授であり，筆者が2016年より主任となっ
た。執筆現在，昭和薬科大学在職5年目と映るが，実は
そうではない。筆者は大学院博士課程修了後，大学教員
として初めて助手として勤務した先が昭和薬科大学薬剤
学研究室である。7年間の勤務後，縁あって帝京大学薬
学部に異動し，助教授（准教授），教授となり，14年ぶ
りに昭和薬科大学に戻ってきたのである。
当研究室と日本香粧品学会とのつながりは深い。先に

も記したが日本香粧品学会の創設とその発展にご尽力さ
れた初代教授の松本光雄先生，第40回日本香粧品学会
会頭・藤井まき子先生（現・日本大学薬学部教授）が在
籍されていた研究室である。
現在，研究室スタッフは筆者以外に，小泉直也准教
授，野村鉄也講師の3人体制である。研究室には学部 
4年次から配属され，1学年15名程度が配属される。し
たがって，4～6年生，大学院生，スタッフの全員が揃
えば50人程度となる（Fig. 1）。学内は緑豊かで，例年，
桜の季節に研究室花見を行っているが，今年は新型コロ
ナの影響で花見どころか，学生は学内に立ち入ることも
できなかった。写真は昨年の花見の様子である。

3. 研 究 内 容

初代教授の松本光雄先生は「薬剤学は実学である」と
いう研究理念から，薬剤学研究室としては一貫して製剤
開発に関する研究を行ってきた。当初は物理薬剤学を
ベースにした研究が多かった。固体分散体，口腔内速崩
壊錠，中空坐剤，経皮吸収の研究などである。
その後，生物薬剤学へと研究がシフトし，多くのテー
マが存在したが，中でも吸収促進剤に関しては多くの新
知見を発表してきた。ここ最近は，バイオテクノロジー
や遺伝子工学の技術を駆使して，DDSに関する研究に
シフトしてきている。以下に，当研究室の現在の中心と
なる研究について紹介する。
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Fig. 1. 学内での研究室花見会（2019年）．
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